
　さて、６月議会が６月11日から開議し、６月17日の一般質問で重松ともゆきは

二回目の登壇をいたしました。

　この日は二つの質問をしました。一つ目の質問は、「役場内でのパワーハラスメ

ントについて」です。以前の話ですが、いわゆる職場内でのパワハラで休職に

いたった職員が何人かいるという話を内外から聞きました。そこで、休職されて

いる方々のケアはどうなっているか等を質問しました。

　町からは、職員からの申し出は３件あったものの、いずれもパワハラ案件には

あたらないとの答弁をいただきました。

　私からは、執行部の方々が率先して職場のよい雰囲気づくりをすることで、働

　皆さまこんにちは。

西古泉の重松ともゆきです。
　この度後援会だよりVOL.3発行の運び
となりました。日ごろから応援していた
だいている皆様方にこの場を借りて感謝
申し上げます。
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きやすい環境が生まれ、結果有望な

職員が入職することにつながるので

はないか、ということを述べさせて

いただきました。

　二つ目の質問は「町内の防犯カメ

ラについて」です。今年に入って小

学生の登下校中において、児童への

声掛け事案などが多発しており、町

内の小学校や登下校ルートでの防犯

カメラ設置状況はどうなっているのか、また子どもたちに万一のことが起こった

際の町としての取り組みについて質問しました。

　町からは、「死角となる場所に防犯カメラを設置する」との回答をいただきまし

た。区長さんや地域の見守り隊の方々が実際に声をあげていただいていたことも

防犯カメラの設置につながったと思います。皆様本当にありがとうございました。

　エンゼル学園で働き始めたことは前号でお知らせしましたが、4月から幼稚園の

事務に異動になりました！毎日元気な子供たちに囲まれながら仕事させてもらえ

ることは、とても励みになります。働いていく中で、例えば、こども基本法や子ども・

子育て支援制度など、子どもに関する様々な法律や制度を勉強しています。

　皆さまもご存じのとおり、政府は2023年に「こども家庭庁」を創設しました。

子どもの様々な問題をすべて一元化して対応するためのものです。自治体にも「子

ども・子育て支援事業計画」という

ものがありますが、本町においても

夫婦と子どもの核家族世帯の割合が

65%ほどになっています。核家族化

によって、頼れる人がいないことに

よるストレスやプレッシャーが増加

したり、家庭の養育力の低下が心配

されます。町のアンケート結果を見

ても半数程度は子育てに不安を感じ

ており、日ごろ子どもを見てくれる人がいない、相談できる人がいないという人

が一定数いるようです。

　このように現実にはざまざまな家庭の事情があり、家庭ごとの生活スタイルも

違っています。自治体が目指そうとしている子育て支援と、実際の現場に乖離が

生じ、必要な支援が足りなかったりといった実情があり、心が痛みます。そういっ

た中でも地域や関係機関等が連携し、切れ目のない相談・支援ができるような体

制づくり、地域で安心して子育てができる環境づくりをともにしていければ、と

考えております。私自身もっともっと勉強をして、

地域皆で支えあえる、たくさんの人たちが子育てに

関われるような提案を町のほうにしていければいい

な、と考えています。
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【幼稚園の職員になりました】

（令和６年６月17日　一般質問の様子）


